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第６章　第 29 次調査（学生支援センター改修地点）
第１節　調査の概要
１．調査にいたる経緯
　1959 年に建設された学生支援センタ
ー（旧蔵本会館）の改修工事に伴い、建
物の西側と南側にて発掘調査を行う必要
性が生じた。
　本調査地点周辺では、1983 年に実施
した第２次調査（体育館新営地点）にお
いて、古代の東西大溝、水路、掘立柱建物、
庄内式期から布留式期の竪穴住居、弥生
時代中期後葉の方形周溝墓が検出されて
いる。また、1995 年に実施した第 14 次
調査（医薬資源教育研究センター新営地
点）では近世の農耕関連遺構のほか、古
墳時代の溝や土師器、弥生時代と考えら
れる柱穴や鉄器などが検出された。
　本調査地点においても弥生時代から古
代の遺構が検出される可能性が高いと考
えられたため、発掘調査を実施した。調
査面積は 555 ㎡である。
２．調査体制と期間
　調査主体　国立大学法人徳島大学埋蔵文化財調査室（室長・中村　豊）
　調査担当　	中村　豊
　　　　　　遠部　慎（埋蔵文化財調査室・助教）
　　　　　　山口雄治（埋蔵文化財調査室・特任助教）
　調査補助　板東美幸、古川裕美、前田千夏（以上、施設マネジメント部・技術補佐員）
　調査期間　2012 年 10 月 31 日～ 2013 年２月５日
第 74 図　調査風景
a	南区（西から）　b	溝 32 掘り下げ（東から）
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３．調査地点の位置と区割り
（1）調査地点の位置　
　遺跡の所在地は、徳島市庄町１丁目 78 番地の１である。
本学蔵本キャンパスの西側中央付近にあたり、第２次調
査地点（体育館新営地点）の約 50m 北、第 14 次調査地点（医
薬資源教育研究センター新営地点）の約25m南に位置する。
（2）調査地点の区割り
　本調査地点は学生支援センター（旧蔵本会館）の増築
部分に相当する。南東区、南区、西区の３つの調査区を
設定した（第 75 図）。南東区は南北約７m・東西約 29m、
南区は南北約７m・東西約 40m、西区は南北約 15m・東西
約 5.5m である。
４．調査の概要
　本調査地点では、３つの遺構面を設定し、弥生時代Ⅰ
－２様式から近世にわたる遺構を確認した。出土遺物は
少なく、コンテナで土器３箱、石器１箱、合計４箱である。
以下、遺構面ごとにその概要を述べる。
（1）第３遺構面
　弥生時代Ⅰ－２～３・４様式の用水路と考えられる溝
を確認した。
（2）第２遺構面
　古代の掘立柱建物を検出した。ほかに、弥生時代Ⅰ－
３・４様式～近世の一時期と考えられる溝、土坑などを
検出した。
（3）第１遺構面
　近世の溝１条が検出された。
第 75 図　調査区の区割りと土層断面の位置
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98 第１節　調査の概要
第２節　調査成果
１．基本層序　
　本調査地点では、南東区南壁・西壁、南区南壁、西区西壁の土層断面を実測し、これを第 76 ～ 78
図に示している。基本層序は１～８層であり、南区南壁土層断面（第77図）をもとに説明を行う。なお、
現地表面は標高 3.7m であり、そこから標高 2.7 ～ 2.9m までは近代以降の造成土である。
１層 　灰オリーブ色 5Y5/2 の粘土で鉄分を含む。上面の標高は 2.9m、厚さ 10 ～ 15 ㎝である。近代
の水田層と考えられる。
２層 　オリーブ色 5Y5/4 の粘土で鉄分を含む。上面の標高は 2.8m、厚さ 10 ㎝である。近世の水田層
と考えられる。
３層 　灰オリーブ色 5Y5/3 の粘土で鉄分を含む。上面の標高は 2.7m、厚さ 20 ㎝である。近世の水田
層と考えられる。
４層 　黒褐色 10YR3/2 の粘質シルトで鉄分・マンガンを含む。土壌化する。南区の東側から南東区に
かけて堆積している。上面の標高は 2.6m、厚さ５～ 20 ㎝である。
５層 　暗灰黄色 2.5Y5/2 のシルトで鉄分・マンガンを多量に含む。土壌化する。上面の標高は 2.6m、
厚さ 10 ～ 20 ㎝である。調査地点全体の西半、つまり南区の西側（第 77 図）から西区（第 78 図）
にかけて確認される。弥生時代Ⅰ－３・４様式～中世の層と考えられる。
６層 　基本的に７層と同層であり、南区西半（第 77 図）では２層に分層できたため、上層を６層とした。
黄褐色 2.5Y5/4 のシルトで鉄分を多量に含む。上面の標高は 2.5m、厚さ 10 ㎝である。洪水起源
砂層で一部に土壌化した部分がみられる。既往の調査成果から、弥生時代Ⅰ－２〜３・４様式に
形成されたと考えられる。
７層 　黄褐色 2.5Y5/3 のシルトで鉄分・マンガンを多量に含む。上面の標高は 2.4 ～ 2.6m、厚さ 10
～ 20 ㎝である。洪水起源砂層である。本調査地点のほぼ全域で確認され、弥生時代Ⅰ－３・４
様式の土器が出土している（第 107 図）。既往の調査成果から、弥生時代Ⅰ－２〜３・４様式に
形成されたと考えられる。
８層 　暗灰黄色 2.5Y4/2 の粘土で鉄分・マンガンを多量に含む。上面の標高は 2.3 ～ 2.5m、厚さ 30
㎝以上である。南東区（第 76 図）では色調と土壌化程度から、a ～ c 層に細分している。既往
の調査では、本層上面から弥生時代Ⅰ－１・２様式の遺構が検出されている。
　基本的には、１層上面を第１遺構面、６・７層上面を第２遺構面、８層上面を第３遺構面と設定し、
調査を行った。ただし、土層の堆積状況が地区によって異なるため、実際の検出面については遺構ご
とに詳述した。
99第６章　第 29 次調査（学生支援センター改修地点）
第
76
図
　
南
東
区
南
壁
A-
A'
・
西
壁
B-
B'
土
層
断
面
??
??
??
?? ??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?
?
?? ?
?
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
??
??
??
??
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
?
??
??
??
??
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
??
??
??
??
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
??
??
??
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
?
?
??
??
??
??
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
??
??
??
?
?
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
??
?
?
?
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
??
?
?
??
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
??
??
?
?
? ?
? ?? ?? ??
??
??
?
?
?
?
? ?
? ?? ??
??? ??
? ? ? ??
??
??
?
? ??
? ?
?
?? ??
??
??
? ??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
??
??
?
??
??
?
??
??
?
?
?
?
100 第２節　調査成果
第
77
図
　
南
区
南
壁
C-
C'
土
層
断
面
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
??
?
??? ? ??
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
??
??
??
?? ??
??
??
??
??
??
??
??
??
?? ??
??
??
??
??
??
??
??
??
??
?? ?
? ?
?
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?? ?
?
?
?
?
?
??
?
? ?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
??
?
??
101第６章　第 29 次調査（学生支援センター改修地点）
第
78
図
　
西
区
西
壁
D-
D'
・
E-
E'
土
層
断
面
?
?
?
?
?
?
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
? ? ? ? ? ?
?
??
? ? ? ??
??
?
?
??
??
??
??
??
??
??
?? ??
??
?
??
??
??
??
??
??
?
??
??
?
??
??
??
??
?
??
??
?
?
? ? ? ?
?
?
?
?
? ?
?
?
? ??
?
? ? ?
? ?
?
?? ?
??
?
?
??
??
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
??
?
?? ?
??
?
??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
102 第２節　調査成果
２．第３遺構面の遺構と遺物
（1）溝
溝 27（第 79・80 図）　南区の中央付近
に位置し、南西－北東方向にのびる。
８層上面にて検出され、検出面の標高
は 2.35m である。規模は残存長 6.5m、
幅 0.4 ～ 0.65m、底面の標高 2.15m
で、検出面からの深さ 20 ㎝である。
埋土は２層からなり、上層は黄褐色
2.5Y5/4 のシルト質極細砂、下層は暗
灰黄色 2.5Y5/2 のシルトが堆積する。
遺物は出土していない。
溝 31（第 79・80 図）　南区の中央付近
に位置し、東西方向にのびる。８層
上面にて検出され、検出面の標高は
2.25m である。残存長 1.1m、最大幅
0.3m、底面の標高 2.1m で、検出面か
らの深さ 15 ㎝である。埋土は黄褐色
2.5Y5/3 のシルト質極細砂である。遺
物は出土していない。
　　溝 27 と溝 31 は、攪乱や溝 28 によ
って切られ連結していないが、両者の
位置関係や検出面の標高・幅・底面
の標高・埋土の類似性からみて、一
連のものであった可能性が高い。
溝 28（第 79・81 図）　南区の西側に位
置し、南西－北東方向にのびる。８
層上面にて検出され、検出面の標高
は 2.3m である。幅 1.0m、底面の標高
は北東端 1.7m、南西端 1.75m で、検
出面からの深さは 55 〜 60 ㎝である。
底面の標高は、南西から北東に向か
ってわずかに低くなる。埋土は３層
確認され、最上層には黄褐色 2.5Y5/3 第 79 図　第３遺構面全体図
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のシルト質極細砂が堆積する。
　　遺物は弥生土器片が少量出土しており、弥生時代Ⅰ様式と判断できる破片が含まれている。
溝 29（第 79・81・82 図、図版７）　南区の西側に位置し、南西－北東方向にのびる。８層上面で
検出され、検出面の標高は北東端で 2.35m、南西端で 2.3m である。残存長 11m、南西端で最大幅
1.2m、底面の標高は北東端 1.8m、南西端 1.9m で、検出面からの深さ 40 ～ 45 ㎝である。底面の標
高は、南西から北東に向かって低くなる。溝 29 は北東方向（溝 29）と北方向（溝 30）に分岐する。
埋土は３層確認され、最上層には黄褐色 2.5Y5/3 のシルト質極細砂が堆積する。
　　出土遺物は弥生土器片がみられる。１は壺である。頸部に２条、胴部に４条の箆描沈線文が確認
され、弥生時代Ⅰ－３・４様式に位置づけられる。
溝 30（第 79・81・83 図、図版７）　南区の東側において溝 29 から分岐し、南北方向にのびる。８層
上面で検出され、検出面の標高は南・北端ともに 2.3m である。残存長 4.5m、最大幅 1.2m、底面の
標高は南・北端ともに 1.9m で、検出面からの深さ 35 ㎝である。埋土は２層確認され、上層には黄
褐色 2.5Y5/3 のシルト質極細砂が堆積する。
　　出土遺物は弥生土器片が認められる。２は壺胴部で、２条の箆描沈線文が残る。時期は弥生時代
Ⅰ－２～３・４様式である。
溝 32（第 78・79・84 図）　西区の北部に位置し、南西－北東方向にのびる。８層上面で検出され、
検出面の標高は北端で 2.2m、南端で 2.15m である。残存長 8.0m、最大幅 2.1m、底面の標高は北端・
南端とも 2.0m で、検出面からの深さ 20 ㎝である。埋土は単層で、鉄分・マンガンを含む暗灰黄色
2.5Y5/2 の極細砂が堆積する。西区西壁断面（第 78 図）をみると、南側で溝 24、北側では溝 25 に
切られている。弥生土器と考えられる細片が少量出土している。
　溝 27 ～ 32 の時期について以下に検討する。これらは８層上面で検出されてお
り、既往の調査成果からみた場合、同層上面に形成された遺構は、弥生時代Ⅰ－１・
２様式に位置づけられる。また、溝 29 埋土からはⅠ－３・４様式の土器、溝 30
埋土からはⅠ－２～３・４様式の土器が出土している。いずれも小片であり、遺
物の出土層位は記録しえなかったが、少なくとも溝の機能時はⅠ－３・４様式以
前といえる。さらに、溝 27 ～ 31 の切り合い関係をみると（図 80・81）、右上のような新旧関係が復
元される。溝 31（・溝 27）は溝 28・29・30 よりも古く、Ⅰ－３・４様式以前といえる。
　また、他地点からは弥生時代Ⅰ－２様式の水田が検出されており、溝 28 ～ 30・32 はおおよそ並行
にのびることから、水田の用水路としての機能が想定される。この点や上述の層位学的所見を勘案す
ると、溝 27 〜 32 の時期は弥生時代Ⅰ－２様式の可能性が高いといえる。
溝 1001（第 76・79・85 図、図版７）　南東区の中央付近に位置し、東西方向にのびる。平面的には
８層上面で検出されたが、南東区南壁・西壁土層断面では、７層上面から掘り込まれ、４層に覆
われていることが確認された（第 76 図）。検出面の標高は東端 2.35m、西端 2.3m である。残存長
18.5m、最大幅 1.2m、底面の標高 2.15～ 2.2mで、検出面からの深さ 20㎝である。断面は皿状を呈し、
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埋土はにぶい黄褐色 2.5Y6/4 のシルト質極細砂に暗灰黄色 2.5Y4/2 のシルトが混入した層が確認さ
れる。また、溝 1001 は、溝 1002・1003 に切られている（第 79・86 図）。
　　出土遺物は弥生土器片が少量出土しており、このうち３点を図化している。３は壺の口縁部で、
復元口径 19.4 ㎝である。４は壺の胴部で、胴部最大径より上に箆描沈線文が６条残る。弥生時代
Ⅰ－３・４様式に位置づけられる。５は溝の底面から 20cm 程度浮いた埋土１層中から出土してい
る（第 85 図）。平底で底部径は 15.8 ㎝である。外面は刷毛目、内面はナデ・ユビオサエがみられる。
外傾接合であることから、弥生時代Ⅰ様式の可能性が高い。
　　本溝は、７層上面から検出されているため、弥生時代Ⅰ－３・４様式～中世の一時期と考えられ
る。さらに、出土遺物が弥生時代Ⅰ－３・４様式を中心とする時期に限られるため、当該期に機能
していた可能性が高いといえる。
第 80 図　溝 27・31
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第 81 図　溝 28 ～ 30
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第 82 図　溝 29
第 83 図　溝 30
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第 85 図　溝 1001
第 84 図　溝 32
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３．第２遺構面の遺構と遺物
（1）溝・自然流路
溝 1002（第 76・86・87 図）　南東
区の西部に位置している。８層
上面で検出され、４層に覆われ
ている。検出面の標高は 2.35
～ 2.40m である。７・８層の一
部は、４層によって削平を受け
ており、本来の掘り込み面は８
層以上であったと考えられる
（第 76 図）。さらに、７層上面
で検出された溝 1001 を切って
いるため（第 79・86 図）、本来
の掘り込み面は７層以上であっ
たことがわかる。
　　残存長９m 前後、幅 1.0 ～
1.2m、底面の標高は中央付近
1.85m、南端 1.9m で、検出面か
らの深さ 50 ㎝である。南側断
面 b-b'（第 87 図）では、埋土
は４層確認され、３層は暗オリ
ーブ褐色 2.5Y3/3 の粘土、４層
は黒褐色2.5Y3/2の粘土である。
埋土は洪水起源砂層とは異なる
土質である。弥生土器あるいは
土師器の細片が少量出土してい
るが、図化できるものはない。
　　所属時期は掘り込み面が７層
以上である点から、その上限は
弥生時代Ⅰ－３・４様式といえ
る。さらに、次頁右上のような
遺構の切り合い関係がみられ
る。本溝は布留２式期前後の土
器片が出土した土坑 1004 に切 第 86 図　第１・２遺構面全体図
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られている（第 87 図）。土坑 1004 の形成時期をこの時期
とするならば、本溝の下限は布留２式期となる。
溝 1003（第 76・86・88 図、図版７）　南東区の東部に位置
しており、南北方向にのびる。４層上面にて検出され、
２層に覆われる（第 76 図）。検出面は標高 2.4 〜 2.6m である。残存長 6.5m、幅 0.5m、底面の標
高 2.25 ～ 2.35m で、検出面からの深さ 20 ～ 40 ㎝である。埋土は２層認められ、１層は黄灰色
2.5Y5/1 の粗砂に同色シルトが混入している。２層は黄灰色 2.5Y4/1 の粘土である。また、溝 1003
は溝 1001 を切っている（第 79・86 図）。
　　出土遺物には弥生土器あるいは土師器片が認められるが、図化できるものはない。そのほかに、
鉄鏃１点がみられる。長さ 4.8 ㎝、幅 1.7 ㎝、厚さ 3.6 ㎜、重量 5.0g である。柳葉形鏃群Ⅰ（杉山
1988）に相当し、弥生時代後期～古墳時代前期にみられる形態である。中央部付近で折れ曲がっている。
　　本溝の所属時期は検出層位から、中世～近世の一時期と考えられる。
溝 04（第 77・86・89 図）　南区の東部に位置し、南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、３・
４層に覆われている（第 77 図）。検出面の標高は 2.4 〜 2.45m である。残存長 5.5m、幅 0.5 ～
0.6m、底面の標高は 2.35m で、検出面からの深さ 10 ～ 40 ㎝である。埋土は単層で褐灰色 10YR4/1
のシルトが堆積する。
　　弥生土器あるいは土師器の細片が出土しているが、図化できるものはない。本溝は検出層位から、
弥生時代Ⅰ－３・４様式～近世の一時期といえる。
溝 07（第 86・89 図）　南区の中央部に位置する。検出面の標高は 2.4m で、４～７層に相当する。残
存長 1.8m、幅 0.4m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土は単層で、暗灰黄
色 5Y5/2 のシルトが堆積する。溝 04 と類似する埋土である。弥生土器あるいは土師器の細片が出
土しているが、図化できるものはない。
　　本溝は土坑 06 によって切られる（第 86 図）。
溝 20（第 86・90 図、図版７）　南区の西部に位置し、東西方向にのびる。検出面は標高 2.45m で、
４～７層に相当する。残存長 6.6m、幅 0.4 〜 0.5m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 15 ㎝
である。埋土は３層確認され、最下層の３層に土器片が含まれている。
　　出土遺物は、弥生土器・土師器・須恵器片が出土している。須恵器（７）を図化しているが、時
期は不明である。
　　本溝は、不明遺構 15、柱穴 16、土坑 19・22 を切っており（第 86 図）、後述するように土坑 19、
柱穴 16 は古代に位置づけられることから、所属時期は古代～近世といえる。
溝 21（第 86・91 図）　南区の西部に位置し、南西－北東方向にのびる。検出面の標高は 2.4m で、４
～７層に相当する。残存長 3.8m、幅 0.4m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。
　　埋土は単層で、暗灰黄色 2.5Y4/2 粘土である。本溝の埋土は溝 04・07 と類似する。遺物は出土
していない。
溝 24（第 78・86・92 図）　西区の中央部に位置し、南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、
３層に覆われている（第 78 図）。検出面の標高は 2.4 ～ 2.5m である。残存長 7.5m、幅 1.6m、底
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第 87 図　溝 1002
第 89 図　溝 04・07
第 90 図　溝 20
第 88 図　溝 1003
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面の標高 2.15 〜 2.25m、検出面からの深さ 20 〜 25
㎝である。埋土は暗灰黄色2.5Y5/2のシルトである。
遺物は認められない。
　　本溝の所属時期は、検出層位から弥生時代Ⅰ－３・
４様式～近世の一時期といえる。
溝 25（第 78・86・93 図、図版７）　西区に位置し、
南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、３層に覆われている（第 78 図）。検出面の標高は
2.4 〜 2.5m である。残存長 7.0m、幅 2.2m、底面の標高 2.1 〜 2.2m、検出面からの深さ 20 ～ 45cm
である。埋土は暗灰黄色 2.5Y4/2 のシルトである。溝 25 は溝 26 を切っている（第 78・93 図）。
　　出土遺物は弥生土器片が認められ、そのうちの５点を実測している。８は甕の口縁部である。口
唇部下端に刻目、口縁部直下に箆描沈線文が１条残る。９～ 11 は壺胴部と考えられる。９は箆描
沈線文３条、10は無刻目の貼付突帯文、11は刻目を有する貼付突帯文が施される。12は底部である。
８～ 11 は弥生時代Ⅰ－３・４様式を中心とする時期と考えられる。
　　本溝の所属時期は、検出層位から弥生時代Ⅰ－３・４様式～近世の一時期といえる。また、出土
遺物が小片であるため判断は難しいが、弥生時代Ⅰ－３・４様式に絞り込める可能性もある。
溝 26（第 78・86・93 図）　西区に位置し、南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、３層に
覆われている。検出面の標高は 2.4 〜 2.55m、長さ 4.5m、幅 0.5m、底面の標高 2.25 〜 2.35m、検
第 91 図　溝 21
第 92 図　溝 24
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第 93 図　溝 25・26
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出面からの深さ15〜 25㎝である。埋土は黄灰色2.5Y4/1のシルトである。遺物は出土していない。
溝 25 に切られている（第 78・93 図）。
　　本溝の所属時期は、検出層位から弥生時代Ⅰ－３・４様式～近世といえる。仮に、溝 25 の時期
が弥生時代Ⅰ－３・４様式であれば、本溝も同時期の可能性がある。
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第 94 図　自然流路 09
自然流路 09（第 77・86・94 図、図版７）　南区の中央部に位置する。流路西端を検出しており、東
西方向にのびる。６層上面で検出され、３層に覆われている（第 77 図）。検出面の標高は 2.4 〜
2.45m である。残存長 7.3m、底面の標高 2.0 ～ 2.1m で、検出面からの深さ 40cm である。埋土は２
層確認され、ともに黄灰色 2.5Y4/1・2.5Y5/1 の粘土である。
　　出土遺物は弥生土器・土師器・須恵器片がみられる。13 は弥生土器の壺胴部である。刻目をも
つ貼付突帯文が２条確認できる。弥生時代Ⅰ－３・４様式である。14 は須恵器の杯蓋であり、８
世紀代に相当する。
　　本自然流路の所属時期は検出層位と出土遺物から弥生時代Ⅰ－３・４様式～近世の一時期といえ
る。
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（2）土坑・不明遺構
土坑 1004（第 86・95 図、図版７）　南東区に位置する。全体は未検出であり、さらに北にのびるた
め、溝の可能性もある。検出面の標高は 2.35m で、４～７層に相当する。残存長 0.8m、幅 0.4m、
底面の標高は 2.25m で、検出面からの深さ 10cm である。断面は U 字形を呈し、埋土は単層で黄灰
色 2.5Y4/1 の粘土である。溝 1002 を切っている（第 86 図）。
　　出土遺物は、小型丸底壺の破片で、布留２式期前後である。
　　本土坑の所属時期は、検出層位からみると弥生時代Ⅰ－３・４様式～近世の一時期といえる。さ
らに、埋土から布留２式期前後に位置づけられる土器片が出土しており、これが土坑の時期を示す
可能性もある。
土坑 01（第 86・96・97 図、図版７）　南区の東部に位置する。検出面の標高は 2.45m で、４～７層
に相当する。直径 0.7m の円形である。底面の標高 2.35m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土
は褐灰色 10YR4/1 のシルトである。
　　出土遺物は、土器１点が認められた。16 は杯部から脚部片で、高杯もしくは器台と考えられる。
非常に薄い作りであり、最も薄い杯底部では２㎜程度である。精製の胎土が用いられている。脚部
に透し孔が１か所確認できる。時期は弥生時代Ⅵ様式～布留１式期であろうか。
　　本土坑の所属時期は、検出層位からみると弥生時代Ⅰ－３・４様式～近世の一時期といえる。出
土土器は破片ではあるものの、これが土坑の時期を示すとすれば、弥生時代Ⅵ様式～布留１式期に
位置づけられる。
土坑 02（第 86・97 図）　南区の東部に位置する。検出面は標高 2.4m で、４～７層に相当する。長軸
2.0m、短軸 1.0m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土は灰黄褐色 10YR4/2
のシルトが堆積する。出土遺物はみられない。
土坑 03（第 77・86・97 図）　南区の東部に位置する。検出面の標高は 2.4 〜 2.45m である。第 77 図
をみると、本土坑は７層上層で検出され４層で覆われる。ただし、５～７層が４層によって削平さ
れている可能性があるため、本来の掘り込み面は５～７層とみられる。長軸 3.8m、短軸 1.2m、底
面の標高 2.25 ～ 2.35m で、深さ５～ 15cm である。埋土は暗灰褐色 2.5Y4/2 のシルトが堆積する。
出土遺物はみられない。
　土坑 01 ～ 03 の所属時期について以下に検討する。いずれも検出層位からみると弥生時代Ⅰ－３・
４様式～近世の一時期と考えられる。遺構の切り合い関係をみると古い順位に、土坑 03 →土坑 02 →
土坑 01 となる（第 97 図）。上記のように、土坑 01 の時期が弥生時代Ⅵ様式～布留１式期であれば、
土坑 02・03 の時期は、弥生時代Ⅰ－３・４様式～布留１式期の一時期といえる。
土坑 05（第 86・98 図）　南区の中央部に位置する。検出面は標高 2.4m で、４～７層に相当する。
長軸 1.4m、短軸 0.4m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10cm である。埋土には褐灰色
10YR4/1 のシルトが堆積する。土坑 01 ～ 03 の埋土と類似する。土器細片が出土しているが、時期
を判断できるものはない。
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第 95 図　土坑 1004
第 96 図　土坑 01
第 97 図　土坑 02・03
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土坑06（第86・98図）　南区の中央部に位置する。検出面は標高2.35～2.4mで、４～７層に相当する。
長軸 2.3m、短軸 0.6m、底面からの標高 2.25m で、検出面からの深さ 10 ～ 15 ㎝である。埋土は褐
灰色 10YR4/1 のシルトである。土坑 01 ～ 03 の埋土と類似する。弥生土器あるいは土師器の細片が
出土しているが、図化できるものはない。
第 98 図　土坑 05・06 第 99 図　土坑 08
第 100 図　不明遺構 10・15 第 101 図　土坑 1005
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土坑 08（第 77・86・99 図）　南区の中央部に位置する。７層上面で検出され、５・６層に覆われて
いる（第 77 図）。検出面の標高 2.4 ～ 2.55m である。長軸 1.9m、短軸 1.1m、底面の標高 2.05 ～
2.1m で、検出面からの深さ 50 ㎝以上である。埋土は暗灰黄色 2.5Y5/2 のシルトである。弥生土器
あるいは土師器・須恵器の細片が出土しているが、図化できるものはない。
　　本土坑の所属時期は、検出層位から弥生時代Ⅰ－３・４様式～中世の一時期と判断される。
不明遺構 10（第 86・100 図）　南区の西部に位置する。検出面の標高は 2.45m で、４～７層に相当す
る。長軸 3.1m、短軸 1.5m、底面の標高 2.25m で、検出面からの深さ 20 ㎝である。埋土は黄灰色
2.5Y5/1のシルトが堆積する。弥生土器あるいは土師器片が出土しているが、図化できるものはない。
不明遺構 15（第 86・100 図）　南区の西部に位置する。検出面の標高は 2.4m で、４～７層に相当す
る。長軸 1.1m、短軸 0.8m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土は黄灰色
2.5Y5/1 の粘土である。溝 20 に切られている。弥生土器あるいは土師器片が出土しているが、図
化できるものはない。
土坑1005（第86・101図）　南東区の西部に位置する。検出面の標高は2.35mで、４～７層に相当する。
平面形は円形を呈しており、直径 0.3m である。底面の標高 1.7m で、深さ 65 ㎝である。断面は先
細りの長方形状を呈する。埋土は３層に分かれ、杭痕の可能性が考えられる。弥生土器あるいは土
師器の細片が出土しているが、時期は特定できない。
（3）掘立柱建物
　南区の西部にて、等間隔に配された柱穴 11 ～ 14・16 を検出した。これらは掘立柱建物の可能性が
ある。あわせて、これと関連する可能性がある土坑 17 ～ 19・22 についても説明する。すべて検出面
は標高 2.4m 前後であり、４～７層に相当する。
柱穴 11（第 86・102 図）　柱穴群のなかで最も東に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.1m
で、検出面からの深さは 35 ㎝である。掘方は直径 0.7m の円形で、直径 10 ㎝の柱痕を確認できる。
埋土は３層あり、いずれも粘土層である。１層は暗灰黄色 2.5Y4/2、２層は黄灰色 2.5Y4/1 である。
古代の土師器・須恵器の細片が出土しているが、詳細な時期を特定できるものはない。
柱穴 12（第 86・102 図）　柱穴 11 の西側に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 1.9m で、検
出面からの深さは 55 ㎝である。掘方は長軸 0.8m、短軸 0.65m で、直径 20 ㎝の柱痕を確認できる。
埋土は２層確認でき、上層は黄灰色 2.5Y4/1 の粘土、下層は褐灰色 10YR4/1 の粘土である。土師器・
須恵器の細片が出土している。
柱穴 13（第 86・102 図、図版８）　柱穴 12 の西側に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 1.9m で、
検出面からの深さ 55 ㎝である。掘方は長軸 0.9m、短軸 0.8m で、直径 20 ㎝の柱痕を確認できる。
埋土は３層確認でき、いずれも黄灰色 2.5Y4/1・2.5Y5/1 の粘土である。
　　出土遺物は土師器の細片と須恵器である。17・18 は須恵器の杯蓋である。17 は全体の約３分の
１が残存しており、柱穴 13 と土坑 19 から出土した破片が接合した。天井は比較的高く、つまみの
中央は盛り上がる。口縁端部は屈曲し下方にのびる。平城宮Ⅱ～Ⅲ（西 1986）に相当する（早淵
1999）。類例は庄遺跡・加茂名中学校地点で検出された掘建柱建物 SB02 の柱穴 SP06 と土壙 SK05 の
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第 102 図　柱穴 11 ～ 14・16（掘立柱建物）
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出土須恵器があげられる（勝浦 1996）。18 の杯蓋の口縁端部は屈曲し、わずかに外方に開く。平城
宮Ⅳに位置づけられる。類例は庄遺跡・加茂名中学校地点掘立柱建物 SB01 の柱穴 SP05 出土須恵器
をあげることができる（勝浦 1996）。19 は須恵器甕の胴部であろうか。
　　柱穴 13 の所属時期は、埋土から平城宮Ⅱ～Ⅳの須恵器が出土する点から、８世紀代とみられる。
柱穴 14（第 86・102 図）　検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.1m で、検出面からの深さ 35 ㎝である。
掘方は長軸 0.8m、短軸 0.55m で、直径 10 ㎝の柱痕を確認できる。埋土は２層確認でき、上層は黄
灰色 2.5Y4/1 の粘土、下層は上層に褐灰色 10YR4/1 の粘土のブロックが混入している。土師器・須
恵器細片が出土しているが、時期を特定できるものはない。
柱穴 16（第 86・102 図）　柱穴 13 の南に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.0m で、検出
面からの深さ 45 ㎝である。掘方は長軸 0.75m、短軸 0.65m で、直径 20 ㎝の柱痕を確認できる。溝
20 によって切られている。
　　出土遺物は古代の土師器・須恵器片が少量出土しているが、詳細な時期は判断できない。
土坑 17（第 86・102・103 図）　土坑 19 の南に位置する。検出面の標高 2.4m、底面の標高 2.1m で、
検出面からの深さ 30 ㎝である。残存部で長軸 1.0m、短軸 0.75m である。土師器・須恵器の細片が
出土しているが、図化できるものはない。
土坑 18（第 86・102・104 図）　土坑 17 の東に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.2m
で、検出面からの深さ 25 ㎝である。残存部の幅 0.7m である。埋土は暗黄灰色 2.5Y4/2 と黄灰色
2.5Y4/1 の粘土を３層確認できる。古代の土師器細片が出土している。
土坑 19（第 86・102・105 図、図版８）　柱穴 16 の西 1.0m に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の
標高2.25mで、検出面からの深さ20㎝である。残存部の幅0.55mである。溝20によって切られている。
　　出土遺物には土師器・須恵器が認められる。先述のように、本土坑と柱穴 13 から出土した須恵
器杯蓋（17）は同一個体である。20 は暗文土器の皿である。色調は橙色である。内面には幅１㎜
未満の放射状暗文が施される。暗文の施文方法などから、畿内産土師器を在地で模倣したものと考
えられる。時期は平城宮Ⅱ～Ⅲに位置づけられる（早渕 1999）。
　　本土坑の所属時期は、出土遺物から平城宮Ⅱ～Ⅳとみられる。
土坑 22（第 86・102・106 図）　柱穴 14 の南 1.4m に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.3m で、
検出面からの深さ 15 ㎝である。残存部の幅 0.4m である。溝 20 によって切られている。埋土は暗
灰黄色 2.5Y4/2 の粘土である。遺物はみられない。
　掘立柱建物の可能性が高い柱穴 11 ～ 14・16 は、現状で長軸３間×短軸１間が認められる。建物の
方角は長軸から N97°W である。柱穴間の距離は長軸で西から 1.0m、1.7m、1.7m、短軸は 1.7m である。
長軸西端では柱穴の間隔が狭い場所がみられるため、庇付建物の可能性や、複数の掘立柱建物が重複
している可能性も考えられるが、この範囲だけで判断することは難しい。
　柱穴周辺の土坑 17 ～ 19・22 は、柱痕は検出されていないが、埋土は柱穴群と類似しており、掘立
柱建物に伴う柱穴あるいは関連遺構の可能性がある。
　柱穴から出土した須恵器は平城宮Ⅱ～Ⅳの時期幅におさまり、実年代は紀年木簡の検討から 730 年
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から 765 年頃とされる（西 1986）。加えて、出土遺物がない柱穴も
埋土が類似しており、同時期の可能性が高いと考えられる。よって、
本掘立柱建物の所属時期は８世紀代といえる。
第 103 図　土坑 17 第 104 図　土坑 18
第 105 図　土坑 19
?? ????????????????? ??
?????? ????
?? ?? ??
?? ???? ????? ???? ? ? ??????????? ??????????????? ?? ??
?? ?? ?? ?????? ?????????? ??????? ?? ???
??
???? ??? ??
??????? ????????????
??????????? ????????
?????????????????
?????????????? ?????????
????????
?
?
第 106 図　土坑 22
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（4）包含層
７層出土遺物（第 107 図、図版８）　21 ～ 29 は弥生土器である。21 は胴部であろうか。刻目を有す
る貼付突帯文をもつ。内面調整はナデである。弥生時代Ⅰ－３・４様式に相当する。22 は壺の胴
部である。刻目を有する貼付突帯文が胴部最大径に１条めぐる。調整は外面が刷毛目、内面がユビ
オサエである。弥生時代Ⅰ－３・４様式に相当する。23 は壺の口縁部である。弥生時代Ⅰ－３・
４様式であろうか。24 は壺の胴部上半である。頸胴部境界付近に箆描沈線文が８条施される。内
面調整はナデである。箆描沈線文が多条化していることから弥生時代Ⅰ－３・４様式に相当する。
25 は蓋である。内面調整はナデである。弥生時代Ⅰ様式であろうか。26 は胴部で、最大径は 24.2
㎝である。胴部上半に上から三角形刺突文２段、箆描沈線文 10 条前後、三角形刺突文１段が施さ
れる。弥生時代Ⅰ－３・４様式と判断される。27 は壺の胴部上半である。調整は内外面ともに刷
毛目とナデである。弥生時代Ⅰ様式であろうか。28・29 は底部である。28 の底部復元径は 8.0 ㎝
である。内面調整はナデ、ユビオサエである。29 の底部復元径は 8.0 ㎝である。調整は外面が刷
毛目とナデで、内面はナデである。
　　７層の出土土器は、弥生時代Ⅰ－３・４様式が中心となる。
６・７層出土遺物（第 108 図、図版８）　30・31 は弥生土器である。30 は胴部片であろうか。刻目を
有する貼付突帯文をもつ。内面調整はナデである。弥生時代Ⅰ－３・４様式に相当する。31 は壺
の底部と考えられる。外面調整は刷毛目のちミガキである。胎土には砂粒が多く含まれる。弥生時
代Ⅰ様式と考えられる。
６層出土遺物（第 109 図、図版９）　32 は朝鮮半島無文土器時代後期の円形粘土帯土器に影響を受け
た土器の可能性がある。内外面にはわずかに刷毛目の痕跡がみられる。口縁部の粘土帯は貼付けら
れた痕跡がみられる。粘土帯上にわずかにユビオサエが残る。弥生時代Ⅰ－３・４様式前後であろ
うか。33 は口縁部である。調整は内外面ともに刷毛目である。34・35 は高杯の杯部あるいは鉢で
あろうか。34は内外面が風化しており、調整は不明である。35の内面調整はミガキが部分的に残る。
外面は風化し調整は不明である。36～38は弥生土器の底部である。36の底部復元径は8.8㎝である。
調整は外面が刷毛目のちナデ、内面はナデ、ユビオサエがみられる。37 の底部径は 6.7 ㎝である。
38 は上底状を呈する。底部径は 6.7 ㎝である。外面は刷毛目、内面はミガキである。36 ～ 38 の時
期は弥生時代前期から中期と考えられる。
　　39 は須恵器の甕頸部とみられる。調整は外面がタタキ、内面は回転ナデと、ミガキ状の不明調
整がみられる。
　　基本層序で述べたように、６層は基本的に７層と同層であり、その形成時期は弥生時代Ⅰ－２〜
３・４様式に位置づけられる。そのため、33 ～ 35・39 などは５層以上の包含層や遺構からの混入
と考えられる。
４層出土遺物（第 110 図、図版９）　40 は古代の土師器甕であろうか。復元口径は 20.0 ㎝である。
口縁部は長く外反する。口縁端部内面はナデによって浅い凹線状を呈する。頸部内面の屈曲部分に
は稜を有する。41 は高杯の杯部もしくは鉢と考えられる。碗形を呈し、口縁端部付近はわずかに
外反する。復元口径は 19.6 ㎝である。内面調整はミガキが一部にみられる。弥生時代Ⅴ～Ⅵ様式
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第 107 図　７層出土遺物
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第 108 図　６・７層出土遺物
第 109 図　６層出土遺物
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であろうか。
　　42 は須恵器の壺口縁部と考えられる。復元口径は 9.0 ㎝である。口縁部は外反し、端部は上方
に肥厚する。口唇部は面をなす。平城宮Ⅵ前後で、実年代は８世紀後半とみられる。
　　43 は鉄製刀子であろうか。時期は不明である。
４．第１遺構面の遺構と遺物
　
（1）溝
溝 23（第 78・86・111 図、図版９）　西区の南端に位置し、南西－北東方向にのびる。溝の北側のみ
を検出している。近世に相当する３層中で検出され、検出面の標高 2.45m である（第 78 図）。残存
長 5.5m、幅 1.2 ～ 2.5m、底面の標高 1.8 〜 2.3m で、検出面からの深さ 15 〜 65 ㎝であり、南へ向
かうにつれて深くなる。埋土は単層である。
　　埋土から、土師器・須恵器・磁器片、砥石、鉄釘などが出土している。44 は砥石である。側面
をみると、上下端が厚く中央部に向い薄くなる。石材は塩基性片岩である。45 は鉄製の和釘で、
時期は近世である。
　　本溝の所属時期は検出層位・出土遺物から近世と判断される。
第 110 図　４層出土遺物
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５．まとめ
　本調査地点は、555 ㎡と狭い調査面積であったが、重要な成果を得ることができた。
　第３遺構面で検出された溝 28 ～ 30・32 は、弥生時代Ⅰ－２様式の用水路である可能性が高い。本
調査地点の北東に位置する第 26 次調査地点（大塚講堂改修地点、第４章）においても、同時期と考
えられる溝１～３が検出されており、これらは一連の用水路であった可能性がある。また、本地点の
南に位置する第 27 次調査地点（立体駐車場新営地点）では、旧河道から分岐し北流する溝（用水路）
を確認している（端野ほか 2015）。溝の底面の標高に注目すると、第 27 次調査地点は 2.1m で、その
北に位置する本調査地点は1.7～ 1.9m、さらに北東に位置する第26次調査地点は1.2～ 1.3mである。
これらの値からみて、第 27 次調査地点の旧河道を基点に、南から北東方向への用水路群の水流が復
元される。この復元が正しいとすれば、本遺跡の北東域にも弥生時代Ⅰ－２様式の水田域が存在する
可能性が考えられる。
　第２遺構面では８世紀代と考えられる掘立柱建物を検出した。これに関連する柱穴や周辺の土坑か
らは、８世紀代の須恵器杯蓋に加え、近畿産土師器を模倣した暗文をもつ皿が出土している。暗文土
器は官衙関連施設において使用された可能性が指摘されている（早渕 2015 など）。なお、本調査地点
の西側に位置する庄遺跡・加茂名中学校地点の掘立柱建物や竪穴住居、土坑から、類似する暗文土器
や須恵器が出土している点（勝浦 1996）は注目される。
（脇山）
第 111 図　溝 23 出土遺物
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